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論 文 内 容 の 要 旨
本論文は，中国での建物の省エネルギーを計画したり検証したりする際に不可欠な熱負荷計算の一  
部として重要な標準年気象デ一夕についてまとめたものである。序論では，本論文の研究背景と目的 
(第 1章）を述べている。基礎編では，本論文で分析した標準年気象デ一夕と関連する熱負荷計算に内 
容をしぼり，中国の5種類の標準年気象データの構成方法，統計比較，デ一夕間での差異を生み出す 
原因の検討(第2 章）と，計算結果から得られた熱負荷特性の比較(第3 章)を行った。第 2 部の応用編 
では，標準年気象デ一夕を用いた省エネルギーの検討事例を示し，中国の暖房•冷房熱負荷分布マッ 
プを作成した。また，建物のための省エネルギー気候区分を新たに提案し，併せてポテンシャルマッ 
プの作成も行った。
モデル建物の熱負荷でみると，デ一夕間で約1 0 %の差が生じている。このように，用いる気象デ 
一夕によって予測に大きな齟齬を生じてしまうことが判る。年間総負荷で中位に位置する気象デ一夕 
は IWECであり，極端値をとることも少ないが，IWECといえども，毎時値は推定値であり，この点が 
今後の改善されるべき点である。また，IWECは世界中で2 2 7も地点利用できるが，中国では11地点 
しか利用できない。このことから，日射量を正確に反映した気象デ一夕の開発が待たれる。利用でき 
る地点の多さと，積算ではあるが実測した日射量を用いていることから，C S W Dデータも勧められる 
デ一夕のひとつである。
こうした気象データを用いれば，建物の省エネルギーの度合いが評価できる。もちろん，地域での 
標準的な暧•冷房負荷分布マップから，目安となるエネルギー消費も予測できることになる。加えて， 
各種建物に対応できる省エネルギーのための気候区分を提案した。従来の区分との違いは，区分指標 
に日射量をいれて，暖房期と冷房期を分けたことである。これは，今後，冷房需要が急速に伸びる中 
国での建築計画に資するものとなる。さらに，自然エネルギーの効果的な利用を促進するべく，中国 
における建物のための自然エネルギーポテンシャルマップを作成した。設計者は中国におけるそれら 
のポテンシャルを知ることにより，再生可能エネルギーである自然エネルギーをどの程度利用できる 
か検討が可能となる。これは環境にやさしい建物の環境設計を行うために有効な設計資料となる。
本研究を通し，人間の居住環境に直接影響する気象条件を正確に把握した気象データの選択や提示 
は，中国の設計者に省エネルギーの視点からの指針を与えることになり，居住環境工学の熱的な役割 
を十分果たすものと位置づけられる。
論 文 審 査 m 結 果 の 要 旨
成長が著しい中国にあって、これまでどちらかといえば、エネルギー消費量の増大は成長の証で 
あった。建設の場合も同様で、エネルギー負荷の大きい建物を、大規模な空調設備でまかなうカづく 
の設計がまかり通っていた。しかしながら、中国も国際協調としてC02削減に取り組む姿勢を示し、 
国全体で温暖化ガスの排出抑制に向けた施策を掲げ始めている。
本論文は、まさにこの動きに応えようとするもので、今後、エネルギー消費量の急増が予想される 
民生•家庭部門の大半を占める建物からの運用時C02排出量の抑制を大きな目的とし、エネルギー消 
費量に直結する空調用熱負荷予測に不可欠な中国の標準年気象データについて詳細な分析がなされ 
ている。
第 1章では、既往の文献から世界のエネルギー事情と中国国内での消費エネルギーの予測を論じ、 
建物で消費するエネルギーの割合が高いこと、しかもその大半が運用時であることを指摘し、建物の
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計画•設計段階でいかに省エネルギー性能を付与できるか、そしてそれをいかに確認するかが重要で 
あるとして、次章に述べる方法論の道筋を述べている。
これを受けて第2 章では、建物のエネルギー消費の多くを占める空調熱負荷の推定に不可欠な標準 
年気象デ一夕の特性を詳説し、現時点で中国を対象とした気象デ一夕のうち、公的に入手できるすべ 
てのデ一夕について、その生成方法を詳細に分析した後、各種統計量の比較分析を厳密に行っている。 
これは、どのデ一夕を計画時に用いるかによって省エネルギー性能の評価が異なってくるからであり、 
分析の結果、デ一夕間で特定地域の積算日射量に300MJ/IH2もの大きな相違が存在していることを見 
出している。
さらに第3 章では、検証用の標準建物を用い、実際に熱負荷を計算し、前章と同じくデ一夕間に約 
1割の差異が生じることを指摘している。また、特性の分析結果から標準年として適切な統計量を内 
在するデ一夕候補がIWECであることを突き止めている。
第 4 章からは先の標準年気象デ一夕の応用を扱っており、実際の建物消費量調査と気象デ一夕から 
得られるデグリデ一との関連性を確認した後、既存建物の省エネ改修をシミュレーションで検証し、 
これを計画段階で実践できるよう、中国全土に適用できる暖冷房負荷分布も提示している。これによ 
れば、事前に大まかな負荷傾向が予測でき、建物でのエネルギー消費量の目安が得られる。
第 5 章では、 これまで汎用されていた中国国内の気候図に代わり、気温だけでなく、主要気象3 
要素を主成分分析して得られた合成変量を指標に用いた、あらたな気候区分を提案している。この区 
分によれば、従来の暖房期を中心においた区分以外に、冷房期の建物熱負荷削減にも活用できる区分 
となっていること、ならびに夏期の熱負荷特性分布が、緯度ではなく南西軸の変化として現れること 
を見出しており、地勢学的にも興味深い結果となっている。
第 6 章では、これまで中国で取り上げられる機会の少なかった自然エネルギー利用のためのエネル 
ギーポテンシャルマップを作成している。先進国では再生エネルギーとして活発に利用を検討されて 
いるが、中国では建物熱負荷のためのそうしたマップそのものが必ずしも流布してしない。本章で提 
示されたものは、パッシブソーラー、夜間換気、蒸発冷却、夜間放射といった利用の容易なポテンシ 
ャルをすべて網羅しており、中国での自然エネルギー活用にあたり、どの地域で何を活用すべきか、 
指針として利用できるものとなっている。
第 7 章は、これまでの章を総括し、建物のエネルギー消費を抑制するための中国での標準年気象デ 
一夕の応用方法をまとめている。膨大な気象デ一夕を駆使し、今後のエネルギー消費の増大に歯止め 
をかける具体的な手段と詳細な指標を提示しており、地球にやさしい居住環境の構築に大きく寄与す 
ることになろう。
よって、本審査委員会は本論文を博士 (学術）の学位を授与するに値するものと認めた。
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